「めん どくさい、 死 ぬんだ」 

胸 をし つ かリ おさえて 居た 手 を 椅子の ひじかけの 上 

になげ 出して 男 は 叫んだ。 心で カー つ ぱい さけんだ け 

れど 声に は 出せなかった。 

(三 字 不明) 

そして その 死 ぬんだ と 口ば しった こと を 又 □□ 口の 

考 るよう にうな だれて 自分の 足 を 見つめた。 いろいろ 

なか わつ た 射げ きをう けて みだ れに みだれ、 高 ふ ん し 

にしぬ いた 若者の 心 は 今にも 狂いそう にな つ て 居る。 

辛うじて、 身 もだえ を しないば かり、 じっと こらえて 

苦しんで 居る の も 運命 だろうと 男 は 思て 居る。 「死ぬ 

んだ死 ぬんだ」 と 心に くりかえして 居た 男 はやが て 青 



ない。 

彼の 女の ために 己 は 蒸溜 器の 底に 日の目 を も 見ずに、 

かたく、 くらく、 つめたく、 こびり ついて 居る ピッチ 

のようにして でも 生きて 居なければ ならない」 

男 は 心に そう 思 つ て 自分 を 命に かけて 思 つ て 居る、 

何も彼も ささげつ くした 女の 名 を こころで よんで 見た。 

「神が そう 思って はじめから 生れた もんなん だ」 

男 はそう 云 つ て その 女の 胸 を だくよう に 力を入れて 

胸 を だき、 女の きを 吸うよう に I 木く 深く 息をすった。 
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